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      祖原薬師堂保存会 
  
 

  所  在 ： 福岡市早良区祖原 8番 25号 

  アクセス ： 地下鉄西新駅から  距離約 900m徒歩約 13分 

         西鉄祖原バス停から 距離約 200m徒歩約 4分 

〇
薬
師
如
来 

薬
師
如
来
は
大
乗
仏
教
に
お
い
て
病
気
平
癒
等
の
現
世
利
益
に

効
験
の
あ
る
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
薬
師
如
来
を
ご
本
尊
と
す
る
寺

院
や
仏
堂
が
日
本
各
地
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
麁
原
薬
師
堂
「
お

薬
師
様
」
は
、
四
百
有
余
年
に
亘
り
お
堂
の
ご
本
尊
『
薬
師
如

来
』
を
現
世
に
お
け
る
現
実
的
な
願
い
事
、
特
に
病
を
癒
す
た
め

の
精
神
的
支
え
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

薬
師
如
来
の
正
し
い
名
称
は
『
東
方
浄
瑠
璃
教
主
薬
師
瑠
璃
光

如
来
』
で
、
「
東
の
方
向
へ
、
多
く
の
仏
国
土
を
通
り
過
ぎ
た
浄

瑠
璃
と
い
う
世
界
が
あ
り
、
そ
こ
の
教
主
が
薬
師
如
来
で
あ
る
」

と
訳
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。 

薬
師
如
来
像
の
特
徴
と
し
て
は
、
右
手
は
施
無
畏(

せ
む
い)

の

印
、
左
手
は
与
願(

よ
が
ん)

の
印
を
結
び
、
そ
の
左
手
に
薬
壷(

や

っ
こ)

を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
薬
壷
に
は
、
体
や
心
の
病
、
社
会

の
病
を
全
て
治
し
て
し
ま
う
霊
妙
な
る
教
え
の
薬
が
入
っ
て
お

り
、
こ
の
教
え
の
薬
と
は
、
お
釈
迦
さ
ま
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
仏

教
そ
の
も
の
で
あ
り
、
信
仰
に
よ
っ
て
い
た
だ
く
ご
利
益
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

            〇
薬
師
如
来
の
ご
真
言 

❝ 

お
ん
こ
ろ
こ
ろ 

せ
ん
だ
り 

 

ま
と
う
ぎ 

そ
わ
か 

❞ 

ご
真
言
と
は
、
古
代
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
『
マ
ン
ト
ラ
』
を

漢
訳
し
た
「
真
実
で
偽
り
の
な
い
仏
の
言
葉
」
で
あ
り
、
こ
の
ご

真
言
の
意
味
は
「
帰
依
し
奉
る
、
病
魔
を
除
き
た
ま
え
払
い
た
ま

え
、
セ
ン
ダ
リ
や
マ
ト
ー
ギ
の
福
の
神
を
動
か
し
た
ま
え
、
薬
師

仏
よ
」
と
な
る
よ
う
で
す
。 

本
来
、
ご
真
言
は
翻
訳
せ
ず
音
写
を
用
い
て
唱
え
る
こ
と
で
、

様
々
な
苦
難
か
ら
救
わ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
た
め
、
一
心
に
口

に
出
し
念
じ
続
け
る
心
境
が
最
も
仏
に
近
く
、
あ
ら
ゆ
る
功
徳
が

そ
の
称(

と
な)

え
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

◆校区行事ウォークラリーでの一コマ ………… 毎年 11 月 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

チェックポイントとして活用され、因みに子どもさんのご真言は 

❝チチンプイプイ コロナよ コロナよ 飛んで行け !! ❞でした。 

◆例会(お薬師様祭日) ……………………………… 毎月 8 日 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

毎回のお勤めや保存に向けた熱心な討議が行われています。 

 

◆夏大祭 ………………………… 令和 5 年 7 月 8 日(土曜日) 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

皆さまの願いを大願として、堂主千眼寺住職によるご本尊『薬師如来』さま

への祈願法要です。 

◆祖原獅子舞い(夏越祭り) … 令和 5 年 7 月 15日(土曜日) 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

地域の安寧と住民の健康を願って、連綿と受け継がれた行事で紅葉八

幡宮宮司による祈願が執り行われています。[昨年は神事のみ] 

地元に残る貴重な重要文化遺産です。お薬師様の管理､保存につきまし

ては、今後とも皆様のご協力を賜りますよう宜しくお願いいたします。 

●徐病・安産の麁
そ

原
はら

薬師堂『『おお薬薬師師様様』』 
 

地域に残る貴重な文化遺産であり、古来から『お薬師様』と呼

ばれており、地元の守護神、信仰の中心としてあがめられ、特に

徐病・安産などにご利益があることから遠方からの参拝の方もお

見えになっています。 

いまだに完全な終息が見とおせない新型コロナウィルス感染症

のなか、どなた様もお気軽に参拝や祈願にお越し下さい。 

   

今後とも、地元に残る貴重な文化遺産であり、昔から親しまれてき

た身近な「お薬師様」への参拝や祈願、並びに皆様のご支援へのご

理解ご協力の程宜しくお願いいたします。 

一日も早い新型コロナウィルス感染症の終息と皆様のご健勝をお

祈り申し上げます。 

∴写真は昨年の様子 

令和 5 年 6 月 広報：宮原(090-3013-6115) 

―― 先人から連綿と守り継がれた 

地元の貴重な文化遺産 ―― 

□令和五年の行事予定 

おおお薬薬薬師師師様様様   

徐病、健康長寿、家内安全、安産等々のご祈願には、お堂東側にある絵馬かけ所のご利用をお願いします。 

         祈願絵馬のお札代は、一枚三ＯＯ円でお賽銭箱にお入れ下さい。 
 
※今後の新型コロナ感染状況などにより、行事や催しなどが中止や縮小される場合がありますので、ご理解の程宜しくお願いします。 

感染症対策には万全を期しますが、それぞれ感染対策に留意されてお越しください。 

祈願 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

                              〇 薬師堂の全景（東側より） 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

    
所  在 ： 福岡市早良区祖原 8 番 25 号 

祖原薬師堂保存会 2023.06 

 

祖

原

薬

師

如

来

（

由

来

） 
 

大
永
元
年
（
西
暦
一
五
二
一
年
）
、
筑
前
の
早
良
郡
麁
原
村
中
尾
字
上
ノ
畑(

現
在
地)

に
瑞
雲
山
龍
善
寺
と
い
う
寺
が
あ
っ

た
。
開
山
の
僧
を
玄
宝
禅
師
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
寺
は
世
の
移
る
に
し
た
が
い
次
第
に
頽
廢
し
て
、
寺
跡
に
一
禅
院
だ
け
が
残

っ
た
。
此
処
に
は
弥
陀
、
薬
師
の
ニ
尊
擁
立
の
佛
像
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
、
浄
徳
と
い
う
僧
が
、
二
尊
の
う
ち
、
本
尊
阿
弥
陀
尊
顔
（
古
伝
に
行
基
菩
薩
作
と
い
う
）
を

福
岡
、
東
唐
人
町
に
還
し
、
更
め
て
一
寺
を
開
山
、
瑞
雲
山
龍
善
寺
を
再
興
し
た
と
い
う
。 

二
尊
の
う
ち
、
薬
師
如
来
木
佛
像
は
、
現
在
の
祖
原
一
八
二
番
地
（
元
麁
原
村
中
尾
上
ノ
畑
）
に
鎮
座
さ
れ
る
薬
師
堂
の
御

本
尊
で
あ
る
。 

そ
の
後
二
百
有
余
年
。
一
時
期
、
同
村
の
松
林
山
顕
乗
寺
の
守
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
退
廃
し
、
長
年
の
間
の
風

雨
の
た
め
廃
絶
し
よ
う
と
し
た
。 

そ
ん
な
折
柄
、
文
久
二
年
（
一
八
六
一
）
、
黄
檗
宗
千
眼
寺
第
八
世
桂
山
師
が
、
町
民
と
協
力
し
て
佛
像
を
修
復
し
、
堂
宇

を
建
て
て
再
興
し
た
。 

そ
の
後
、
明
治
末
年
ま
で
五
十
余
星
霜
の
間
に
、
風
雨
の
被
害
を
受
け
、
破
損
も
甚
だ
し
く
な
っ
た
。 

そ
こ
で
お
堂
再
建
の
た
め
、
町
民
、
信
者
等
が
相
謀
り
、
頼
母
子
講
を
設
け
て
、
明
治
四
十
五
年
、
堂
宇
の
建
設
に
着
手

し
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
十
月
に
竣
工
し
た
。
更
に
同
十
三
年
、
境
内
、
囲
壁
を
改
修
し
て
整
備
を
お
わ
っ
た
。 

こ
の
堂
宇
建
設
か
ら
今
日
ま
で
八
十
年
の
歳
月
を
経
た
。
其
の
間
、
町
民
と
信
者
は
、
建
物
の
老
朽
化
と
度
重
な
る
風
雨
そ

の
他
の
被
害
の
都
度
、
境
内
の
復
旧
を
併
せ
て
修
復
を
重
ね
、
堂
宇
並
び
に
境
内
の
護
持
、
保
存
に
努
め
て
今
日
に
至
っ
た
。 

古
来
、
住
民
は
こ
の
お
堂
を
「
お
薬
師
様
」
と
呼
び
、
こ
の
地
域
の
守
護
神
、
信
仰
の
中
心
と
し
て
あ
が
め
て
来
た
。
周
辺

の
住
民
は
無
病
息
災
を
希
っ
て
遠
く
早
良
、
糸
島
、
筑
紫
、
粕
屋
地
方
か
ら
も
参
拝
者
が
多
い
。 

毎
年
、
七
月
八
日
の
大
祭
は
盛
大
な
行
事
が
行
わ
れ
、
数
多
く
の
夜
店
が
出
る
程
の
賑
わ
い
で
あ
っ
た
。
ま
た
七
月
十
五
日

の
夏
越
し
祭
り
で
は
、
悪
疫
退
散
を
願
っ
て
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
夏
迄
、
町
中
の
壮
年
、
青
少
年
が
、
揃
い
の
ハ
ッ

ピ
を
着
て
、
赤
青
一
対
の
お
獅
子
を
舁
い
て
、
赤
い｢

そ｣

の
字
の
入
っ
た
弓
張
り
提
灯
を
先
頭
に
、
勢
い
水
を
か
ぶ
り
な
が
ら

各
家
庭
を
軒
並
み
に
廻
る
、
全
町
あ
げ
て
の
勇
壮
な
お
祭
り
で
あ
っ
た
。 

 

○ 

薬
師
様
祭
日 

毎
月 

八
日
、
二
十
一
日 

○ 

大
祭 

 
 

 

毎
年 

七
月 

八
日 

○ 

夏
越
祭
り 

 

毎
年 

七
月
十
五
日 

【
後
記
】 

一
、
こ
の
薬
師
如
来
木
佛
、
聖
徳
太
子
一
刀
三
礼
の
霊
像
と
伝
え
ら
れ
る
。(

「
早
良
群
志
」) 

ニ
、
浄
徳
法
師
と
は
、
藤
原
の
子
孫
に
し
て
、
熊
本
菊
池
八
代
能
隆
の
第
四
子
城
越
前
守
隆
経
の
十
五
代
の
孫
、
城
久
基
の

後
身
で
あ
る
。
久
基
は
戦
乱
の
世
の
無
情
を
感
じ
、
十
八
才
に
し
て
武
士
を
捨
て
熊
本
西
光
寺
の
佛
門
に
入
り
、
浄
徳

と
号
し
た
。
福
岡
で
浄
徳
が
建
立
再
興
し
た
寺
院
に
は
、
福
岡
薬
院
平
尾
の
鶴
城
山
光
専
寺
、
東
唐
人
町
の
瑞
雲
山
龍

善
寺
が
あ
る
。(

「
寺
院
沿
革
誌
」) 

 

一
九
九
一
年 

祖
原
薬
師
堂
研
鑽
之
会 

   

近
年
、
薬
師
堂
の
文
化
財
を
後
世
に
残
す
べ
く
、
併
せ
て
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
寄
与
す
る
た
め
の
「
祖
原
薬
師
堂
保
存

会
」
が
組
織
さ
れ
、
平
成
五
年
（
西
暦
一
九
九
三
年
）
に
は
、
地
域
の
皆
様
が
中
心
と
な
り
、
薬
師
堂
の
再
建
が
行
わ
れ
現
在

の
お
堂
が
完
成
致
し
て
お
り
ま
す
。 

毎
月
八
日
は
世
話
人
に
よ
る
例
会
、
そ
し
て
七
月
八
日
に
は
年
に
一
度
の
夏
大
祭
を
堂
主
千
眼
寺
住
職
の
も
と
厳
修
し
、
七

月
十
五
日
に
は
地
域
の
安
寧
と
住
民
の
健
康
を
願
う
夏
越
祭
り
（
獅
子
舞
）
を
行
う
な
ど
、
多
く
の
方
に
お
参
り
頂
い
て
お
り

ま
す
。 

 

二
〇
二
三
年 

祖
原
薬
師
堂
保
存
会 

●西新法務支局 

●ｶﾞｿﾘﾝ 

 ｽﾀﾝﾄﾞ 

◆祖原公園 

●ＮＴＴ 

●ベスト電器 

●ツタヤ 

百道浜⇑ 

荒江⇊ 

●佐電工 

祖 原 

昭代 

◆高取公園 

西新五丁目 城 西 

福岡医療 

専門学校 
● 

◆祖原公園 

祖 原 城 西 

●ﾄﾖﾀｶﾛｰﾗ 

●駐車場 

祖原薬師堂 

曙 

曙 

  早 

良  

 街 
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■薬師堂 
・地域の人々から『お薬師様』と 

  呼んで親しまれており、地域の 

  重要文化遺産です。

 

■祈願絵馬 
 ・疫病平癒、無病息災、健康長寿 

  家内安全、安全祈願 等々 

 ・祈願絵馬は絵馬かけ所へ奉納し、 

  あ札代お賽銭箱にお入れ下さい。 

  (祈願絵馬 お札一枚三〇〇円)

徐
病
・
安
産
の
薬
師
如
来 

  

麁
原
薬
師
堂
保
存
会 

そ 

は
ら 

地元に親しまれ 400 年 

コロナ禍、お散歩で参拝!! 
 

祖原には、地域で四百有余年親しまれ守り継がれた貴重な

文化遺産『お薬師様』があります。現在、コロナ禍が長期化

し困難な日々が続いていますが、お堂のご本尊「薬師如来像」

は、健康面から心の病までご利益があると言われており、お

立ち寄りされませんか。少しでも皆様の心の支えになれば幸

いです。 

どなた様でもお気軽に祈願や参拝頂けます。その際は、そ

れぞれ感染対策をお願いします。一日も早い新型コロナ感染

症の収束と皆様のご健勝をお祈り申し上げます。 
 

☐ 令和四年度の行事予定 
 
 〇 例 会（薬師様祭日） … 毎月 8日 午前中 

   世話人による法要と定例会を行っています。 
 
 〇 夏大祭 …………………… 令和 4年 7月 8日（金） 

   皆様の願いを大願として、ご本尊薬師如来様への祈願法要

で、黄檗宗大悲山千眼寺住職導師のもと執り行う予定です。 
 
 〇 祖原獅子祭り（夏越祭り）…令和 4 年 7 月 15 日（金） 
   悪疫退散を願い、揃いのハッピを着て赤青一対のお獅子を舁

いて町内を廻るお祭りで、福岡市の無形民俗文化財としても

登録されています。 
 
 ※今後の新型コロナウィルス感染状況等により、行事や催しが 

中止や縮小される場合がありますのでご留意下さい。 

 

 

 

■所在地  
福岡市早良区  

祖原 8 番 25 号  

 

〇アクセス  
地下鉄西新駅から  

距離約 900m 

徒歩約 13 分  

西鉄祖原ﾊﾞｽ停  

距離約 200m 

徒歩約 4 分  

 

 

 

■薬師如来像 
・薬師如来像を中央に、月光菩薩 

と日光菩薩が左右に脇待され、 

『薬師三尊』と称されています。 

・周囲は十二神将で十二夜叉大将 

 ともいい、夜叉を率いて如来様 

のお手伝いをされています。

地元に残る貴重な重要文化遺産です。お薬師様の管理､保存につきまし

ては、今後とも皆様のご協力を賜りますよう宜しくお願いいたします。 

無
病 

息
災 

令和 4 年 6 月   

●絵馬かけ所   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
■ 薬師堂（お薬師様）                       ■ 薬師三尊（周囲は十二神将） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         月光菩薩 薬師如来 日光菩薩 

                                            ≪ - 薬師三尊 - ≫ 

                            ■ 祈願法要(千眼寺住職)         ■ 絵馬かけ所 

                                          

 

■ 十三仏                    (十三仏修行大師) 

 

 

 

 

今後とも、地元の身近な『お薬師様』への参拝や祈願、並びに皆様のご支援をお願い申し上げます。 

麁
そ  

原
はら 

薬師堂 

■  地域に残る貴重な文化遺産 

祖原薬師堂保存会 

ご参詣の皆様へ 

麁
そ

原
はら

薬師堂のご紹介 
 

 祖原には、地域の人々が『お薬師様』と呼んで親しみ守り継がれた地域の文化遺産薬師堂があります。 
 
 早良の人々は、四百有余年にわたりこのお堂のご本尊である薬師如来像を現世における現実的な願い事、特に病を

癒すための精神的支えとしてきたところです。 
 
 その為、このお堂には一年を通じて参拝者が訪れ、絵馬にも色んな願い事や感謝の言葉等が書かれており、地域の

皆様の心のよりどころとなっております。 
 
 現在、祖原地区の有志により薬師堂保存会が組織され、後世にこの文化遺産を残す為の活動が行われており、平成

五年には、地域の皆様が中心となり、薬師堂の再建が行われ現在の新しいお堂が完成致しております。 
 
 毎月八日・二十一日を祭日とし、特に八日は世話人による例会、そして七月八日には年に一度の夏大祭を百道千眼

寺住職導師のもと厳修し、多くの方にお参り頂いております。 

敷地内には、ご本尊の薬師如来の由来が詳しく記載されておりますので是非一度ご覧ください。 
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■地図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               〇 薬師堂の入口        〇 門前の風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

   所在地：福岡市早良区祖原 8 番 25 号  

祖 原 薬 師 堂 保 存 会  令和３年 8 月 

●ﾃﾝｸﾞｯﾄﾞｼﾃｨ 

●西新法務支局 

●ｶﾞｿﾘﾝ 

 ｽﾀﾝﾄﾞ 

◆祖原公園 

●ＮＴＴ 

●ベスト電器 
●ツタヤ 

百道浜⇑ 

荒江⇊ 

国 

道 
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●佐電工 

🚏城西三丁目 

ﾊﾞｽ停 

🚏祖原ﾊﾞｽ停 

●保育園 

祖原 

昭代 

🚏脇山口ﾊﾞｽ停 

◆高取公園 

西新五丁目 城西 

福岡医療 

専門学校 
● 

祖

原

薬

師

如

来

（

由

来

） 
 

大
永
元
年
（
西
暦
一
五
二
一
年
）
、
筑
前
の
早
良
郡
麁
原
村
中
尾
字
上
ノ
畑(

現
在
地)

に
瑞
雲
山
龍
善
寺
と
い

う
寺
が
あ
っ
た
。
開
山
の
僧
を
玄
宝
禅
師
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
寺
は
世
の
移
る
に
し
た
が
い
次
第
に
頽
廢
し

て
、
寺
跡
に
一
禅
院
だ
け
が
残
っ
た
。
此
処
に
は
弥
陀
、
薬
師
の
ニ
尊
擁
立
の
佛
像
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
、
浄
徳
と
い
う
僧
が
、
二
尊
の
う
ち
、
本
尊
阿
弥
陀
尊
顔
（
古
伝
に
行
基
菩
薩

作
と
い
う
）
を
福
岡
、
東
唐
人
町
に
還
し
、
更
め
て
一
寺
を
開
山
、
瑞
雲
山
龍
善
寺
を
再
興
し
た
と
い
う
。 

二
尊
の
う
ち
、
薬
師
如
来
木
佛
像
は
、
現
在
の
祖
原
一
八
二
番
地
（
元
鹿
原
村
中
尾
上
ノ
畑
）
に
鎮
座
さ
れ

る
薬
師
堂
の
御
本
尊
で
あ
る
。 

そ
の
後
二
百
有
余
年
。
一
時
期
、
同
村
の
松
林
山
顕
乗
寺
の
守
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
退
廃
し
、

長
年
の
間
の
風
雨
の
た
め
廃
絶
し
よ
う
と
し
た
。 

そ
ん
な
折
柄
、
文
久
二
年
（
一
八
六
一
）
、
黄
檗
宗
千
眼
寺
第
八
世
桂
山
師
が
、
町
民
と
協
力
し
て
佛
像
を

修
復
し
、
堂
宇
を
建
て
て
再
興
し
た
。 

そ
の
後
、
明
治
末
年
ま
で
五
十
余
星
霜
の
間
に
、
風
雨
の
被
害
を
受
け
、
破
損
も
甚
だ
し
く
な
っ
た
。 

そ
こ
で
お
堂
再
建
の
た
め
、
町
民
、
信
者
等
が
相
謀
り
、
頼
母
子
講
を
設
け
て
、
明
治
四
十
五
年
、
堂
宇
の

建
設
に
着
手
し
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
十
月
に
竣
工
し
た
。
更
に
同
十
三
年
、
境
内
、
囲
壁
を
改
修
し
て

整
備
を
お
わ
っ
た
。 

こ
の
堂
宇
建
設
か
ら
今
日
ま
で
八
十
年
の
歳
月
を
経
た
。
其
の
間
、
町
民
と
信
者
は
、
建
物
の
老
朽
化
と
度

重
な
る
風
雨
そ
の
他
の
被
害
の
都
度
、
境
内
の
復
旧
を
併
せ
て
修
復
を
重
ね
、
堂
宇
並
び
に
境
内
の
護
持
、
保

存
に
努
め
て
今
日
に
至
っ
た
。 

古
来
、
住
民
は
こ
の
お
堂
を
「
お
薬
師
様
」
と
呼
び
、
こ
の
地
域
の
守
護
神
、
信
仰
の
中
心
と
し
て
あ
が
め

て
来
た
。
周
辺
の
住
民
は
無
病
息
災
を
希
っ
て
遠
く
早
良
、
糸
島
、
筑
紫
、
粕
屋
地
方
か
ら
も
参
拝
者
が
多

い
。 毎

年
、
七
月
八
日
の
大
祭
は
盛
大
な
行
事
が
行
わ
れ
、
数
多
く
の
夜
店
が
出
る
程
の
賑
わ
い
で
あ
っ
た
。
ま

た
七
月
十
五
日
の
夏
越
し
祭
り
で
は
、
悪
疫
退
散
を
願
っ
て
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
六
八
）
夏
迄
、
町
中
の
壮

年
、
青
少
年
が
、
揃
い
の
ハ
ッ
ピ
を
着
て
、
赤
青
一
対
の
お
獅
子
を
舁
い
て
、
赤
い｢

そ｣
の
字
の
入
っ
た
弓
張

り
提
灯
を
先
頭
に
、
勢
い
水
を
か
ぶ
り
な
が
ら
各
家
庭
を
軒
並
み
廻
る
、
全
町
あ
げ
て
の
勇
壮
な
お
祭
り
で
あ

っ
た
。 

 

○ 

薬
師
様
祭
日 

毎
月 

八
日 

二
十
一
日 

○ 

大
祭 

 
 

 

毎
年 

七
月  

八
日 

○ 

夏
越
祭
り 

 

毎
年 

七
月
一
五
日 

【
後
記
】 

一
、
こ
の
薬
師
如
来
木
佛
、
聖
徳
太
子
一
刀
三
礼
の
霊
像
と
伝
え
ら
れ
る
。(

「
早
良
群
志
」) 

ニ
、
浄
徳
法
師
と
は
、
藤
原
の
子
孫
に
し
て
、
熊
本
菊
池
八
代
能
隆
の
第
四
子
城
越
前
守
隆
経
の
十
五
代
の

孫
、
城
久
基
の
後
身
で
あ
る
。
久
基
は
戦
乱
の
世
の
無
情
を
感
じ
、
十
八
才
に
し
て
武
士
を
捨
て
熊
本

西
光
寺
の
佛
門
に
入
り
、
浄
徳
と
号
し
た
。
福
岡
で
浄
徳
が
建
立
再
興
し
た
寺
院
に
は
、
福
岡
薬
院
平

尾
の
鶴
城
山
光
専
寺
、
東
唐
人
町
の
瑞
雲
山
龍
善
寺
が
あ
る
。(

「
寺
院
沿
革
誌
」) 

 
  

 
 

 
 

一
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九
一
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

祖
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◆祖原公園 

祖原 

城西 

●ﾄﾖﾀｶﾛｰﾗ 

●駐車場 
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